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新しい放射性医薬品99・Tc－DTPA－HSA（テクネチウムヒト血清

アルブミンD）を使用したRIアンギオグラフィの有効性の検討

Clinical　Studies　of　Radionuclide　Angiography　with　a　New　Radioactive

　　　　　　Tracer，99mTc－DTPA－Human　Serum　Albumin
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1．はじめに

　Rlアンギオグラフィに現在使用されている薬

剤は，ggmTc標識人血清アルブミン（99：nTc－HSA

と略），あるいは99mTc標識赤血球（99mTc－RBC

と略）などである．しかしながら99mTc－HSAは，

静注投与後にlht管外への漏出がみられ生体内での

安定性に問題があるといわれている1）．一一一一方，

99mTc－RBCはin　vitroの標識では手技が煩雑で

あり，ill　viVOの標識ではあらかじめピロリン酸

を静注投与することが必要であり，また，被検者

の個人差による標識率の低下が指摘されている2）．

　Diethylenetriaminepentaacetic　acid（DTPA）は，

Bifunctional　chelate斉llであり，99mTc等放射性核

種とタンパク質分子を強固に結合させるため，安

定した放射性金属標識体が得られる．そこで，

HSAにDTPAを結合させ，より安定な99mTc標

識体であるテクネチウムヒト血清アルブミンD

（99mTc－HSA－Dと略）が開発された3）．本剤は従来

の99mTc－HSAに比べ生体内安定性にすぐれてお
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り，今回，本剤を用いたRIアンギオグラフィを

施行し，その有用性を検討したので報告する．

II．対象と方法

　昭和62年8月より10刀の問に，愛媛大学医学

部附属病院にてRIアンギオグラフィを施行した

22名（計23回施行）を対象とした．年齢は12歳

から76歳で，男性16名，女性6名であった・疾

患は解離性大動脈瘤1例，腹部大動脈瘤1例，閉

塞性動脈硬化症3例，Subclavian　steal　syndrome

1例，上大静脈症候群1例，下肢深部静脈血栓症

1例，消化管出血疑い2例，精索静脈瘤5例，肝

細胞癌4例，その他腫瘍4例である．

　99mTc－HSA・D（日本メジフィジックス株式会社

製）20mCiを原則的に肘静脈より急速静注後，1

フレーム／2秒で16フレームの動態イメージを

撮像した．その後，静態イメージを120秒間収集

した．肝細胞癌，ウィルムス腫瘍などは，30分，

1時間30分後の静態イメージも適宜追加した．

精索静脈瘤では動態イメージは施行せず，立位に

て投与後2分，5分，10分の静態イメージを撮像

した．用いた機種はGeneral　Electric社製ガンマ

　Key　words：　Radionuclide　angiography，　Technetium・

99m－DTPA－human　serum　albumin，　Peripheral　vascular

disorders，　Spermatic　varicoce｜e・
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Table　l　Summary　of　the　results

Case　Sex　Age

l　F　豆
2　　M　　74
3　　M　　72
4　　M　　55
5　　F　　76
6　　M　　56
7　　F　　62
8　　M　　63
9　　M　　71
10　　F　　75
11　　M　　32
12　　M　　31
13　　M　　31
13　　M　　31
14　　M　　28
15　　M　　45
16　　M　　58
17　　M　　60
18　　M　　62
19　　M　　　l2

20　　F　　64
21　　M　　56

22　F　三9

Diagnosis
RI　angiography

Dissecting　aneurysm

Abdominal　aneurysm
A．S．0．

A．S．0．

s／oA．S．0．

Subclavian　steal　syndrome

S．V．C．　syndrome

Deep－vein　thrombosis

s／09astrointestinal　bleeding

　りり
Left　va「icocele

Bilateral　varicocele

Left　varicocele（pre－emboli．）

　　　　　　（post－emboli．）
　，勺
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H．C．C．
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Retroperitoneal　tumor
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傘（十）：positive　findings，（一）：negative　findings，．＊G十）：excellent，（十）：good，（土）：fair，（一・）：poor，　see　the

text　for　details．　A．S．0．：arteriosclerosis　obliterans，　S．V．C：superior　vena　cava，　H．C．C．：hepatocellular　carci・－

noma，　DY：dynamic　image、　ST：static　image，　EF：effectiveness．

カメラ400AC／Tであり，コリメータはLEAPを

使用した．有効性の判定は以下の基準を用いて複

数の医師によりなされた．

　杵：きわめて有効（患者にとって他検査では得

　　　難い情報が容易に得られた）

　e：有効（患者にとって被曝や煩雑さなどを考

　　　慮にいれてもなおそれを上回る十分有効な

　　　情報が得られた）

　士：やや有効（患者にとって被曝や煩雑さなど

　　　を考慮にいれてもそれを補うだけの情報が

　　　得られた）

　一．一：無効（被曝や煩雑さなどを考慮にいれると

　　　それにみあうだけの情報が得られなかっ

　　　た）

IIL結　　果

結果をTable　1に示す．

やや有効以上は23検査中20検査（87％）で，

有効以上は23検査中14検査（61％）であoた．

症例5は閉塞性動脈硬化症疑いで，RIアンギオ

グラフィと臨床所見により同疾患は否定された．

疾患別にみると末梢循環障害，精索静脈瘤などで

有効例が多く，肝細胞癌，消化管出血疑いなどで

有効例が少なかった．また，肝細胞癌以外の腫瘍

例では大きな血管との位置関係が把握でき有効で

あった．

　22例中17例に血管造影がなされ，そのうち15

例に所見がみられた．この17例中RIアレギオ

グラフィでの所見と一致するものは14例で，血

管造影とRIアンギオグラフィの一致率は82％

であった．23検査中副作用は全く認められなか

った．

　代表的な4症例を呈示する．

　症例6　56歳，男性（Fig．1）．

　左上肢易疲労感があり，上肢の血圧に左右差が

みられた．RIアンギオグラフィでは左鎖骨下動
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A．　Dynamic　image（LAO　30°）
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B．　Static　image（LAO　30°）

脈起始部が描出されず，同部の閉塞または強度狭

窄が疑われた．静態イメージでも同部のRI集積

低下がみられた．血管造影にて左鎖骨下動脈起始

部の閉塞が確認された．

　症例13　31歳，男性（Fig．2）．

　臨床症状より精索静脈瘤が疑われた．静態イメ

ー ジにて左陰嚢と思われる部位に異常集積があり

血液プール像がみられた．左腎静脈造影にて拡張

した左精巣静脈が造影されており，精索静脈瘤の

所見であった．
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C．　Digital　subtraction　angiogram

Fig．1　Case　No．6is　a　56・year－old　male　with　sub－

　　　clavian　steal　syndrome．　The　dynamic　and　static

　　　images　showed　the　absence　of　tracer　accumula．

　　　tion　at　the　proximal　portion　of　the　left　sub－

　　　clavian　artery（arrow）which　was　proven　to

　　　occlude　by　the　angiography．

　症例17　60歳，男性（Fig．3）．

　超音波断層検査，X線CT，血管造影により肝

右葉から肝左葉にかけての肝細胞癌と診断された．

同部の破裂が疑われ右肝動脈の動脈塞栓術が施行

され，その後の肝血流状態を調べるためRlアン

ギオグラフィが施行された．動態イメージでは肝

内の不規則なR1集積がみられ，静態イメージで

は肝右葉にもRI集積がみられ，肝の血流は保た

れているものと理解できた．塞栓術後の血管造影

では，肝右葉の血管の閉塞がみられた．

　症例1862歳男性（Fig．4）．

　昭和57年頃より肝機能異常を指摘されており，

超音波断層検査，X線CT等にて肝右葉後下区

域に5cm大の占拠性病変がみられた．　RIアン

ギオグラフィでは，明らかな異常集積はみられず，

静態イメージでは，肝右葉に軽度RIの低下した

部を認めるも，病変を指摘することは困難であっ

た．血管造影では肝右葉後下区域に5cm大の腫

瘍濃染がみられ，肝細胞癌と診断された．
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　　　　A．　Static　image　　　　　　　　　　　　　　　　　B．　Venogram

Fig．2　Case　No．13is　a　31－year－old　male　with　left　spermatic　varicocele．　The　static　image

　　　showed　the　abnormal　accumulation　of　the　tracer　in　the　left　scrotum（arrow）．　The

　　　left　renal　venography　showed　the　reflux　of　contrast　media　into　the　left　spermatic

　　　vein　which　was　consistent　with　the　findings　of　the　spermatic　varicocele．

IV．考　　察

　タンパク質分子にDTPAを結合させることに

より安定な放射性金属標識体を得る方法は，1982

年にHnatowichら4｝により開発され，1985年に

Childsら5）はDTPAを結合させたタンパク質の

99mTc標識法を検討した．

　今回使用した99mTc－HSA－Dは放射化学的純度

は95％以上であり，標識後24時間以上の安定性

があり，99mTc－HSAと比べ血中濃度は投与後30

分では同等以上であり，投与後30分から6時間

後まででは，十分高値を示すことが報告されてい
る3）．

　22例中17例に血管造影がなされ，血管造影と

RIアンギオグラフィの一致率は82％であった．

血管造影で所見が陽性でRIアンギオグラフィで

陰性であった症例は，症例1，18である．症例1

は解離性大動脈瘤であり，症例18は肝細胞癌で

あった．血管造影で所見が陰性でRIアンギオグ

ラフィで陽性であったものは，症例ltの精索静

脈瘤であった．この症例は手術にて左精索静脈瘤

が確認され，シンチグラフィの方が診断に有効で

あった．

　肝細胞癌の場合，塞栓術施行後の肝の血流状態

を理解するのには，有用であると考えられた．従

来の99mTc－HSAによるRIアンギオグラフィで

最小2cm大の腫瘍まで検出可能であるとの報告

もみられるが6），われわれの少数例では5cm大

の腫瘍も指摘することは困難であった．これはわ

れわれの症例では腫瘍が深部に存在，肝右葉全体

に存在，あるいは腫瘍の塞栓術施行後の症例等で

あったためであり，撮像方法の工夫，Single　Pho－

ton　Emission　CTの併用等，今後症例を増やして

検討することが必要であろう．
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B．　Static　image　　　　　C．　Angiogram（pre－embolization）　　D．　Angiogram（post－embolization）

　　Fig．3　Case　No．17　is　a　60－year－old　male　with　hepatocellular　carcinoma．　The　dynamic

　　　　　　　　and　static　images　showed　the　irregular　accumulation　in　the　liver，　demonstrating

　　　　　　　　the　uneven　distribution　of　the　hepatic　blood　flow　after　the　embolization．　The

　　　　　　　　angiograms　show　a　hypervascular　hepatic　tumor　bef（）re　embolization　and　a　com－

　　　　　　　　plete　occlusion　of　tumor　vessels　after　embolization．
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Case　No．18　is　a　62－year－old　male　with　hepatocellular　carcinoma．　The　scintigraphy　failed

to　show　abnormal　findings，　while　the　right　hepatic　angiography　revealed　the　hepatocel－

lular　carcinoma　with　a　diameter　of　about　5　cm　in　the　posterior　inferior　segment（arrow）．
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　精索静脈瘤に対するRIアンギオグラフィの有

用性は最近報告されつつある7・8）．われわれの4

例でも，すべて陽性所見を呈した．

　99mTc－HSAを使用した場合，われわれの経験

では大部分の症例で，投与後5分の静態イメージ

にて膀胱への放射能の出現がみられた（未公表デ

ー タ）．99mTc－HSA－Dは，動態イメージでは99mTc－

HSAと比べ視覚的に同等以上であり，静態イメ

ー ジでは膀胱に放射能が出現しないため，99mTc－

HSAよりすぐれていると考えられた．

　症例7，22は患者の全身状態が悪く，血管造影

等，比較的侵襲性の高い検査が施行できなかった

ためREアンギオグラフィが施行され，その有効

性が示されたものである．

　症例8は，臨床症状とRIアンギオグラフィに

て下肢深部静脈血栓症と診断し，その後，経過観

察されている．

　R1アンギオグラフィは，血管性病変のスクリ

ーニングという点で意義があり，特に次の点で有

効であった．

　1）　患者の全身状態が悪く，血管造影等侵襲性

　　　の高い検査ができない場合．

　2）　精索静脈瘤，下肢深部静脈血栓症の診断を

　　　する場合．

V．結　　語

　新しく開発された99mTc－HSA－Dを用いて22

名（23検査）にRIアンギオグラフィを施行し，

23検査中20検査に有効であった．本剤は従来の

RI造影剤の欠点がほとんどみられず，末梢循環

障害患者に有用であった．

　稿を終えるにあたり，99mTc－HSA－Dをご提供いただ

いた日本メジフィジックス株式会社に深く感謝いたしま

す．
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